
 

一 般 質 問 通 告 書 

 

 令和８年６月１７日から開催される第２回七飯町議会定例会において、次のとおり

一般質問をする旨、各議員から通告がありましたので、通知いたします。 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

１． 

 平 松 俊 一 

 

１ 

 

公共施設の建て替えや大型修繕について 

 

令和５年６月に作られた社会教育施設整備検討委員会

（図書館、プール）は昨年の１２月に開催された「教育

委員会議」で要綱の廃止が議決され、スポーツセンター

をどこに建設するか現在検討中の状況である。 

この審議過程で頻繁に出された「老朽化」あるいは

「耐震強度不足」が審議の根底にあったと理解してい

る。 

また、大中山中学校の長寿命化工事も一旦、検討事項

から外れている。 

町が維持管理を行なっている公共施設は役場庁舎、文

化センター、学校など１３７施設に及び、その管理計画

を具体に検討するため、現状調査と費用算出を行なった

上で着手の順位や規模を決めるべきではないかと何度か

一般質問を行なってきたが、その都度担当管理部門が対

応するとの答弁で終始してきた。 

しかしながら専門的調査データを基に審議せず、不具

合が発生した時点で国・道などの補助メニューを探して

いる現状は、いつまで経っても将来のまちづくりが見え

て来ない。 

 世界情勢・国内情勢から見ても、今までのような楽観

的考えでは瞬く間にまちが衰退してゆくことは異論の出

ないことと考える。 

町の将来をより明るく、町民全てが幸せな生活を続ける

ために以下の点について伺いたい。 

 

１．公共施設の法定耐用年数について 

２．耐震補強や長寿命化を行う検討について 

３．公共施設の統廃合を検討することについて 

４．検討を行う会議に民間事業者を交えた検討会とする

事について 

５．設計を公募型プローポーザルにする事について 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

  

 

 

６．前問の施設を前提とした町おこし関連事業を行う

ことについて 

７．５の設問を前提とした場合にそれぞれの冷暖房と

非常用発電機設備についても同時に検討することに

ついて 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

  

２ 

 

公共施設の設備管理について 

 

道の駅浄化槽が開設当初より国の定める排水基準を超

えたまま運用されていたことが判明し約８千万円もの対

策工事費をかけ、改修後の運用経費も増額されている中

で、夏季の繁忙期と寒冷期に少量とは言え再び基準値をク

リアーできず、議会に報告されたが、瑕疵担保責任を持つ

設計者へ調査・改善を求める事がないまま運用は続いてい

る。 

また建設から７年を超えた大中山学童保育施設の空調

設備の心臓部に当たるガスヒートポンプエアコンの室外

機が、潤滑油不足により交換修理を行うこととなり百万円

以上の費用を必要とした。 

更には７億円近い費用をかけて整備した防災無線設備

に１０年分の点検費用として８千万円程前払いをしてい

たが、運用開始から５年経過で主要な機器の交換に約７千

８百万円が必要とのことで第１回定例会に予算が計上さ

れた。 

防災無線事業を行うにあたり、当時の議会へは運用開始

から５年後に機器の更新があることは知らされておらず、

突如としてこの様な高額費用が提案されたため、更新の必

要性や今後の運用経費が確認できるまで、予算の執行は認

められないとして修正可決をした上で今日に至っている。 

公共設備類の運用期間中に発生するトラブル等の対応

を減らすために以下の点につて伺いたい。 

 

１．設備管理の現状について 

２．期間管理契約を行うことについて 

３．メンテナンス契約の可視化について 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

２． 

 タ ケ 聡 美 

 

１ 

 

本町学童保育施設の新設に伴う通学路の安全対策

について 

 

令和９年４月に、七重小学校隣接地へ本町学童保育施設

が新設される予定となっております。 

 これに伴い、保護者による送迎車両の増加が見込まれ、

特に１７時から１８時頃にかけては迎えのピーク時間帯

となることが想定されます。 

 一方で、七重小学校の帰宅時刻は４月から９月までは１

７時３０分、夏休み期間中は１８時となっており、また七

飯中学校においても部活動終了後の下校時間帯と重なり

ます。 

 そのため、下校する児童生徒の通行に加え、帰宅時間帯

の一般車両、さらに学童保育施設利用者の送迎の保護者車

両が集中することで、周辺道路の交通量の増加が懸念され

ます。 

全国的にも、通学時間帯における痛ましい交通事故が発

生している中、児童生徒の安全確保に向けた通学路の安全

対策は極めて重要であると考えることから、本町学童保育

施設の新設に伴う通学路の安全確保及び交通安全対策に

ついて、以下の点を伺います。 

 

１．本町学童保育施設の設備概要及び、施設運営方針に

ついて 

２．令和３年度に実施された七飯町通学路合同点検以降

の点検実施状況及び、改善内容について 

３．町道本町１９号線の通学路としての利用状況及び、

危険箇所の認識について 

４．町道本町１９号線における今後の安全対策及び、整

備計画について 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

３． 

 上 野 武 彦 

 

１ 

 

大沼の水質改善について 

 

大沼の水質は長年にわたり改善が求められる課題であ

ったが、一向に改善が進んでいない。 

そこで以下の点について伺いたい。 

 

１．大沼の水質改善のため官民一体となった大沼環境

保全対策協議会が設置され活動してきた。平成７年

１１月に協議会が設置されてから３０年が経過した

が、大沼の水質は一向に改善が進まず、一層水質の

悪化が進んでいる。特に令和５年度と令和６年度に

はこれまでにない水質の悪化が進んでいるがその原

因を把握しているのか。 

２．大沼の水質改善が進まない原因は、流入河川軍川、

苅間川、宿野辺川などから流入する汚染物質の流入

防止対策が十分とられてこなかったことにあると思

われるが、この点に関して大沼環境保全対策協議会

が実施してきた６つの水質保全対策事業についてそ

れぞれどのような事業が行われてきたのかその内容

と成果今後の課題などについて伺いたい。 

３．大沼流域の３河川は、降雨時には COD、全窒素、全

リン、浮遊物質の流入が激増するが、こうした３河

川の流域の汚染物質発生源について、七飯町として

専門家を含めた調査対策特別委員会を設置して、1

年間環境調査を実施し、具体的対策の検討を行い、

財政措置を含めた抜本的対策を北海道に提言するべ

きと思うが町の考えを伺いたい。 

 



 6 

通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

  

２ 

 

七飯町の地域公共交通について 

 

町長は今回の町長選挙で、地域交通計画を推進し、AI デ

マンド型乗合交通の実証実験を進めますとの選挙公約を

発表しているが、以下の点について伺いたい。 

 

１．七飯町は令和４年度から令和９年１０月までを期間

とする地域公共交通計画の推進に取り組んでいる

が、この計画との関係、AI デマンド型乗合交通実証

実験の実施に際して、AI 機器の整備、住民ニーズの

把握、どのようなデマンド型乗合交通を実施するの

か、関係会社との調整など、実証実験の実施のため

どのような計画のもとに進めようとしているのか伺

いたい。 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

  

３ 

 

自衛官募集に住民基本台帳の個人情報を提供して

いることについて 

 

七飯町が現在行っている、自衛隊への個人情報提供など

に関して以下の点について伺いたい。 

 

１．七飯町はこれまで 18 歳（高校卒業予定年齢）と 22

歳（大学卒業年齢）に達するものを対象にして、自

衛隊の求めに応じて、電子媒体による個人情報を提

供しているが、今日では、本人の同意なしに第 3 者

に個人情報を提供できないことになっているが、ど

のようにして個別の本人に同意を得ているのか。 

２．自衛隊への名簿提供に際しては、提供範囲の限定、

目的外利用の禁止、情報漏洩の防止、秘密保護義務

の徹底、利用終了後の返還・廃棄の確保、違反時の

契約解除など個人情報保護の観点から実効性のある

措置が必要と思うが、自衛隊とはどのような取り決

めとなっているのか。 

３．高市政権は、憲法を改正して、戦争につながる憲法

９条への自衛隊の明記を実現させようとしている。

平和憲法を守る立場からも七飯町が自衛隊への個人

情報提供を拒否すべきと考えるが、町長の見解を伺

いたい。 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

４． 

 澤 出 明 宏 

 

１ 

 

通学路・児童公園等における防犯カメラ整備と地

域安全対策について 

 

本年四月、七飯町大沼公園交差点において、車両が信号

機に激突する事故が発生した。当該場所は、大沼岳陽学校

のスクールバス乗降場所でもあり、降車時間が僅かに違っ

ていれば、児童生徒が重大な被害に遭っていた可能性も否

定できない。 

当該箇所には公的な防犯カメラが設置されていなかっ

たものの、近隣個人宅の防犯カメラ映像の提供により、事

故状況の把握に繋がったと聞いている。 

こうした経緯を踏まえ、地域町内会からも、防犯カメラ

設置を求める声が上がっているところである。 

近年は、いわゆる「匿流」に関連した凶悪犯罪や広域的

犯罪が増加しており、子どもや高齢者の安全確保は全国的

な社会課題となっている。 

また、先般の 道の駅 なないろ・ななえ における防犯

カメラシステム不具合の説明の際には、駐車場監視体制に

おける防犯上の盲点も指摘され、町長からは民間警備会社

との連携も視野に入れた防犯カメラ整備の検討について

言及があった。 

そこで、以下の５点について町長の所見を伺う。 

 

１．通学路、スクールバス乗降場所、児童公園等におけ

る防犯カメラ未設置箇所について、現状調査及び危

険箇所の選定を行う考えはあるか。  

２．地域町内会や学校関係者、ＰＴＡ等からの要望を踏

まえた防犯カメラ設置の仕組みづくりについて、ど

のように考えているか。  

３．犯罪抑止及び事故発生時の迅速な状況確認の観点か

ら、警備会社と連動した防犯カメラシステム導入に

ついて検討する考えはあるか。 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

  

 

 

４．道の駅 なないろ・ななえ の防犯カメラ体制につい

て、監視上の課題への対応状況及び改善の進捗はど

うなっているか。 

５．今後、町全体として「安心安全のまちづくり」をど

のように推進していく考えか。 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

５． 

 田 村 敏 郎 

 

１ 

 

令和８年度施政方針について 

 

町長は、施政方針の冒頭で、「「町を良くしたい」という

皆様の切実な願いとして真摯に受け止め・・・」、「これか

らの任期は、これまでの４年間の経験と実績を礎とし、七

飯町の輝かしい未来を切り拓くための重要な期間です」、

更に「１０年、２０年後のこどもたちがこの町の景色を見

て・・・」云々と謳い、総花的なものになっておりますが、

次の点についてどのように進めていくのか伺います。 

 

１．高齢者の健康づくりについて 

２．企業等の誘致について 

３．公営住宅の現状と対策について 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

６． 

 神 﨑 和 枝 

 

１ 

 

人材育成・確保基本方針策定指針について 

 

行政を取り巻く環境は、少子高齢化を始め人口減少や住

民ニーズの多様化、自然災害、感染症対策、DX の推進等々、

新たな課題が加わり大きく変化し職員一人ひとりの業務

量が増加傾向である。 

 激動する社会の背景を踏まえた、持続可能な行政サービ

スを維持するために限られた人員のなかで「人材育成と確

保」が行政の重要課題であると捉えている。 

 国は令和５年１２月に「人材育成・確保基本方針策定指

針」を全面改正し従来の育成のみならず、「人材の確保」や

職場環境の整備を一体的に進めるよう求めている。 

そこで、本町における「職員の人材育成・確保基本方針」

はどのようになっているのか。 

また、特に複雑化する行政課題に対応するための「デジ

タル人材」の育成、基礎スキルの底上げや職員の意欲を高

めるための職場環境の整備について、具体的な見解を求め

る。 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

７． 

楢 山 明 央 

 

１ 

 

人口減少社会における町民文化系施設のあり方に

ついて 

 

七飯町の人口は、国立社会保障・人口問題研究所推計モ

デルでの推計によると 2070 年に 13,169 人まで減少する

という厳しい予測がある中、第６次七飯町総合計画におい

て、本町が目指す人口目標として「16,263 人」を掲げてい

ます。この目標に少しでも近づけ、町の活力を維持してい

くためには、公共施設、とりわけ住民の皆様に最も身近な

「町民文化系施設」が、単なる「古い建物」ではなく、「人

が自然と集まる、地域に愛される魅力ある拠点」でなけれ

ばならないと考えます。 

令和８年３月改訂の「七飯町公共施設等総合管理計画」

では、令和２７（2045）年度末までに「延床面積１０％削

減」という目標が掲げられました。 

現在、対象となる町民文化系施設は２５施設あります

が、その中には建築から４０年以上が経過している古い施

設も多く含まれています。 

これらを踏まえ、以下の４点について伺います。 

 

１．機械的な削減に対する認識について 

2045 年度末までの「１０％削減」という目標に対

し、町はただ「利用頻度が低いから」「古いから」と

いう理由で、施設を３つ、４つ機械的に廃止すれば

それで良いと考えているのか、町の基本的な認識に

ついて。 

 

２．「プラスの統廃合・多機能化」への取り組みについて 

単なる面積削減や廃止に終始するのではなく、複

数の施設を「統合することで、より魅力的な拠点に

生まれ変わる」という、地域の未来に向けた「プラ

スの統廃合・多機能化」を積極的に進める考えはあ

るか。 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

  

 

 

３．未来に残す拠点施設への防災機能集中について 

これら町民文化系施設の多くは、災害時の指定避

難所等として重要な役割を担っています。今後、統

廃合を進めていくプロセスにおいて、「未来に残すと

決めた拠点施設」に対して、優先的・集中的に耐震

化や防災機能の強化を図るべきと考えますが、町の

見解について。 

 

４．町長・教育長が描く、町民文化系施設の未来像につ

いて 

人口減少という大きな時代の転換期において、町

長、そして教育長は、これからの町民文化系施設に

どのような未来を描き、次世代に引き継ごうとして

いるのか。 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

８． 

中 川 友 規 

 

１ 

 

地域公共交通について 

 

地域公共交通についてはこれまでも様々な議論や検討

がなされてこられたと認識しております。 

その結果、大沼地域では民間事業者が独自でボランティ

アとして始めた、大沼お出かけ号を基盤に町としての事業

化を目指し実証実験を重ね、本年度より正式に町が事業主

体の大沼お出かけ号として運行が開始いたしました。 

今後の地域公共交通の必要性等について次の点につい

て伺います。 

 

１．町として地域公共交通の整備が早急に必要な地域は

把握しているのか 

２．各町内会と具体的な話し合いの場を設けているのか 

３．今後どのような段取りで取り組んで行くのか 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

  

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

企業誘致について 

 

町長はこれまでも企業誘致について、議会や委員会、議

員全員協議会などで質疑がなされた際に、企業誘致の重大

さを繰り返し答弁しています。 

しかしながら、具体的な企業誘致策として何も見えてこ

ないのは七飯町の衰退につながる状態であり、七飯町を発

展させるためには様々な取り組みを考え早急に実行して

いかなければなりません。 

そこで次の点について伺います。 

 

１．令和８年度の具体的な企業誘致策はどのような事業

なのか 

２．企業誘致先には町長が訪問しているのか 

３．今後はどのように取り組んで行くのか 

 

 

 

部活動の地域移行について 

 

文科省では部活動の地域移行が推進されており、七飯町

においても学校でのクラブ活動や部活動が縮小される状

況で地域クラブへ移行が進められております。 

しかしながら、その対策を同時にしなければ子供たちが

スポーツに触れ合うきっかけがなくなります。 

そこで次の点について伺います。 

 

１．地域移行の現状はどうなっているのか 

２．今後の対策はどう考えているのか 
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通 告 順 位 

及 び 質 問 者 
要          旨 

  

４ 

 

今後の財政運営状況について 

 

令和８年４月２９日に渡島廃棄物処理広域連合が運営

するクリーンおしまで火災が発生し、５月４日に鎮火が確

認されております。 

この火災の影響により、七飯町としても様々な対策が必

要となり、現在対応しているところでありますが、今後も

町民の生活を維持するためにも必要な措置や対策を講じ

て頂きたいと思います。 

しかしながら、それに伴い多額の費用が発生する状況で

もあることから次の点について伺います。 

 

１．令和８年度の財政運営にどれくらい影響があるのか 

２．今後の財政運営に影響はあるのか 

３．町の様々な事業の見直し等は必要ないのか 

 

 


